
日かま協、消費者イベントなども検討

一般社団法人日本かまぼこ協会（東京都千代

田区、下村全宏会長）は、魚肉ねり製品が良質

なタンパク質を含むことから、2020年11月15日

の「かまぼこの日」を皮切りに、「フィッシュプ

ロテイン」をキーワードとしたねり製品の需要

を促進する活動を展開している。消費者の健康

志向が高まる中、低脂質・低カロリーのタンパ

ク源としてねり製品への注目が高まっており、

商品にフィッシュプロテインマークを導入する

会員メーカーも増えている。

フィッシュプロテインマークは、フィッシュ

プロテインの認知拡大を目的に、日本かまぼこ

協会が定めた基準（製品中に含まれる魚肉タン

パク質含有量が、8.1g／100g以上、または4.1g

／100kcal以上）を満たした商品に表示できる。

「審査などは不要で、届け出をすれば、基準

をクリアしている製品にフィッシュプロテイン

マークを表記することができる」（日本かまぼこ

協会の奥野勝専務理事）。

同協会ではロゴマークと一緒に、「パッと使え

て、パッと栄養！」「パッ

と使えて、パッとお魚！」

「魚がおいしい、家族が

うれしい！」の３つのキ

ャッチコピーを作成。会

員メーカーはマークと一

緒に、キャッチコピーを

使用できる。

「フィッシュプロテイ

ン」マークを表記してい

る会員メーカーの商品数は22社・160商品（2021

年３月１日現在）に上る。

同協会では、消費者にタンパク質の重要性や

ロゴマークの意味をわかりやすく説明する「フ

ィッシュプロテイン」特設ページを協会ホーム

ページ内に開設している。

奥野専務は「春夏と秋冬の商品改編に合わせ

て、マークを導入する企業が増えている。注目

度も高く、様々なメディアなどの取材も受けた。

今後はさらに消費者への認知度アップをめざし、

ＰＲイベントの開催も検討している」としてい

る。
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